
秋も深まり日が短くなってきましたがいか
がお過ごしでしょうか。あおぞらビルすぐ
横の大野川緑陰道路の木々が色づき、とん
ぼを見かけるようになりました。とんぼは
「かちむし」とも呼ばれ縁起の良い虫（後
を振り返ること無く前にしか進まないため
だとか…）とされているそうです。あおぞ
ら財団発行のりべらはラテン語でとんぼの
意味です。146号は2016年度の年次報告にな
っています。こちらも是非ご覧ください。
　　　　　　　　　　　　（佐々木真弓）
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編集後記

大阪で進めてきた公害地域再生の取り組みや、

人権教育を通じて広げてきた教育活動を共有

することで、これからの公害教育と公害資料館の

可能性について議論を深めたいと思います。

★ お知らせ ★

第5回公害資料館連携フォーラムは大阪

で開催します

　西淀川公害患者と家族の会関係資料に、写真資料を新たに収

蔵しました。昭和56年（1981）から10年ほど西淀川区内の高校に

勤務していた方から受け取ったものです。その方は、西淀川公害

の活動にも少し参加したことがあるそうで、当時預かったものであ

るとのことでした。

　写真資料は、第一次訴訟結審・1.31結審総行動や患者らを取

材した際の写真とネガ、インデックスプリント（コンタクトプリント）合せておよそ90～100点におよびます。これらのな

かには患者さんの証言を集めた『手渡したいのは青い空』をはじめ各種刊行物に使用されたものも多数あります。

　

　西淀川公害患者と家族の会関係資料・写真資料

　　　　　　　　　　　　　　　（No.11815～現在整理中）

■ 2017年12月15（金）～17（日）日

■ 大阪市立大学

　　　杉本キャンパス全学共通教育棟　他

■ フィールドワーク：3500円

　  フォーラム：3500円/学生 2500円

 公害資料館連携フォーラム in 大阪

申込みQRコード

【お問い合わせ】
MAIL:kougaishiryoukan+forum@gm
ail.com
FAX：06-6478-5885
【お申込み】
WEBからお申込み下さい。
http://kougai.info/forum

　治療を受ける患者さん達の姿からは症状の辛さが伝わっ

てきますが、一方で、退院を楽しみにする子どもの笑顔、入

院中でありながらも楽しげにピースサインと笑顔をカメラに向

ける子ども達を捉えた1枚もそれぞれ印象的でした。

　結審総行動などの運動の写真には、公害が原因で亡く

なった家族の遺影を抱え、抗議に挑む原告らの悲痛な表情

が収められています。

　これらの写真1枚1枚を手に取ると、その背景にある患者や

その家族らの生活に思いを馳せざるを得ません。写真資料

には、文字資料とは異なった訴える力があるのだと改めて感

じました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北嶋奈緒子）

　SDGｓってご存知ですか？　なんだ、また横文字

かと思っている人も多いと思います。「SD」は

「Sustainable Development」の略で「持続可能な開

発」と訳されます。「Gs」は「Goals」の略ですので、ゴールすなわち目標

です。「SDGｓ」は持続可能な開発目標ということになります。2015年9月

の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェン

ダ」にて記載されており、17の目標と169のターゲットが示されていま

す。行政も企業も市民も共に達成を目指す、2016年から2030年までの

国際目標です。この持続可能な開発目標に、公害のことが多数書か

れています。

　目標は明らかになったけれど、どのように達成するかは、これから考

えなければなりません。環境教育の側面から考えればどのようなことが

可能かということを示しているのが本著になります。公害教育について

は、恥ずかしながら私が書かせていただきました。公害教育にSDGｓの

視点も新しく加わってほしいという願いを込めました。　　（林美帆）

『SDGｓと環境教育　地球資源制約の視座

と持続可能な開発目標のための学び』　　

　　　佐藤真久・田代直幸・蟹江憲史編著

　　　　　　　　　　　　　　　　学文社、2017年


